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No. 232 京大広報

卒業式における総長のことば

総長 沢 田 敏 男

本日，ここに昭和56年度卒業式を挙行し， 2,462名の新しい学士を社会に送り出すことができます

のは，京都大学のみならず広く社会にとっても大きい喜びであります。

諸君の卒業を祝い，その官iT途を祝福するためにど臨席し、ただきました本学名誉教授の先生方，各部

局長ならびに教職員の皆様に対しまして，卒業生の諸君と共に，心から感謝し厚く御礼申し上げます。

卒業生の諸君，おめでとうございます。諸君一人一人にそれぞれのご苦心，ご苦労があったことと

准察し，本日の卒業を心からお喜び申し上げると共に，今日，小学校から数えて16年或いは18年の長

きに亘り，諸君の学業を支援して下さったご両親はじめ関係者各位に対しましでも，卒業生の諸君と

共にそのご厚志，ご恩に対して心からの敬意と感謝を捧げたいと存じます。

諸君が希望にもえて京都大学に入学してから 4年或いは6年間，蛍雪の功なって今日ここに新しく

学土号を得られたのでありますが，この間，いろいろの方法て‘学ばれたと思います。自ら学ぶことの

業しさをおぼえ，そして，いわゆる京都学派の学風を肌で感じ得た諸君もあるでしょう。また，勉学

とスポーツとが両立するよう工夫し，日夜努力を重ねた諸君もあるでしょ う。さらにまた，いろいろ

の埋由により関年し，今日を迎えた人もあると思います。諸君は，在学期間中を顧りみて，それぞれ

感慨に浸っていることでしょ うが，諸君はいずれもめで‘たく 新しく学士になられたので、あって，京都

大学の卒業生であるという自信と誇りをもって，実社会に向って力強い第一歩を踏み出すべきであり

ます。

諸君の うちには，今後大学院に進学される方，実社会に出て活躍される方など，いろいろの進路を

持たれることでありま しょう。その人生航路への鵠けとして一言申し述べてみたいと存じます。

大学の大きな使命とするところは，終生変わらず学ぶ心を持った若い人材を育成し，世に送り出す

ことであります。大学は，学問をし，其理を探求する場でありますから，在学中は諸君も当然のこと

として学問に親しんでこられました。しかし，大学生活を終えたからといって，学聞を愛し，物事に

ついて学ぶとし、う気持を放棄しではなりません。諸君が，一生を通じて知性をいつくしみ，学聞を愛

する心を抱き続けられることを念願するものであります。

過去久しく， 日本人はと人生観三というものを大切にし，それを指針として人生を生きるという習

性を養ってきたと思し、ます。 ミ人生観＝を欠いた人の一生は，首尾一貫した理想に貫かれることがな

く，また，人々の心を打つような美しい充実に恵まれることもありません。人生観を持ち合せない人

聞は，淋しい人生に終始することになるでしょう。人生に使命を与え，充実をもたらすためにも，か

けがえのない白己の人生にどういう生き甲斐を与えるかについて，思索の習慣を大切にしてほしいと

思うものであります。学問や知性を，大学で学んだ 4年あるいは 6年だけのものであると局限する考

え方は，正しいとは申せません。人生の充実ないし意義っ・けのためには，終生変わらず学ぶ心を持ち

統ける乙とが必要であると思います。

私は，これまで日本の発展を支えてきたのは ミ知性主義z ともいうべき伝統であったと考えます。

読書に親しみ，思索にふけり，人聞社会を支えるものとしての知性を重んずる 日常的な心掛け，こ う

いう知性主義を一人一人の日本人が大切にし遵守してきたこと，これこそが，今日の日本を造り上げ

た基盤的条件で、あったように思うのであ ります。科学技術の面をみても，過去約一世紀の聞に進歩発

達を遂げ，今日では先進国のレベルにまで到達しました。これは， L、つにもって日本人の勤勉 ・努力

や創造 ・工夫によるもので，知性主義のもたらした成果で、あると申せましょう。
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しかし，ここで留意すべきことは，科学技術の発達は，確かに人間生活を豊かにしましたが，一方

人間としての善とか美とかを対象とする宗教，芸術，道徳等のいわゆる精神文化の表退という憂うべ

き事態を惹起し，知性を重んじる習慣を喪失しつつあることです。さらに，我が国を含め多くの先進

社会においては， ミ反知性主義三の流れの発生が懸念されています。反知性主義こそ，人聞の崇高な

精神や魂を冒し，世の尊い価値を踏みにじる危険性を硲めているものであり，現代先進社会において

反知性主義の徴候のあることは，我が国はもちろん世界人類の将来にとって，由々しいことであると

いわざるを得ません。

私が諸君になによりも期待したいのは，多くの先進社会が潜在的にもっているこの危険性，すなわ

ち物質文明の畑熱の副産物としてのと反知性主義ヨをしかと見定め，それと戦いそれを払拭してほし

いことです。そして，これから先の社会を，諸君のもつ新鮮な知性で、満たし続けてほしいと思うので

あります。

諸君は，今から18年後， 40歳前後の人生の働きざかりに， 21世紀の到来を体験することになりま

す。そのような諸君が，終生学ぶ心を忘れず，日本の社会に知性主義を満たし続けていくとするな

ら，諸君がこれから磨き上げる知性と理想、は， 21世紀における日本および世界の在り方を定めるうえ

で，決定的な意味をもつことになりましょう。これに反し諸君が，このような心掛けを怠るとすれ

ば，今世紀から21世紀への歴史の橋渡しゃ，価値の継承に飽簡をきたすことになると思います。諸君

の世代は，そうし、う意味で，重大な歴史的使命を負ってし、ると申せましょう。

私は，昨年12月，本学工学部の福井謙一教綬がノーベル化学賞を受賞された機会に，スウェーデン

王立科学アカデミーの招きを受け，ストックホノレムでの授賞式に参列する機会に恵まれました。その

際，私は，ノーベル賞を守り育ててきたスウェーデンという国の偉大さを，改めて学ぶことができた

のであります。知性と真理の探求ということに嗣家の存立を賭けているこの国の，深遠な決意、のほど

を知り，深い感銘を受けた次第で‘あります。併せてまた，スウェーデンにおいて一般に抱カ通れている

京都大学のイメージが，基礎研究を重視し，創造性を位、めた大学で、あるとい うことを知り，このよう

な京都大学の学風を借って下さった先輩各位に改めて深く感謝すると共に，今後ともこの学風を大切

に守り通していくことの意義を痛感したのであります。すなわち京都大学は，独創性豊かな基礎研究

やユニークな実証研究によって世界の学界と結びつき，その発展の一翼を担い得る立場にあるので

す。諸君は，このような優れた学風をもっ学聞の殿堂で、学ばれたのであって，このことの意味を，い

ま一度改めて噛みしめてほしいと思います。

我が国が，これから先，活力ある福祉社会の実現を目指し，国際社会に対する貢献を増大していく

道は，真理を探求し，基礎的な学術研究を重視する独創性豊かな科学技術国家となり，また，文化国家

として，世界の国々

から敬愛されるよう

な国柄を形成するこ

とであると確信する

ものであります。し

かし，このような白

木の未来像は，少数

のエリートや先端科

学者だけで実現でき

るものではありませ

ん。国民のすべて

が，学問を愛し，そ

の尊厳を認識し，知
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性主義の伝統を重んじることによって，はじめて実現可能なこと です。

終りに再度，諸君に望みたいことは，かけがえのないこの人生に意義を与えるためにも ，終生学び

続ける心構えをもってほしいということであります。そうすることによって，諸君は，日本の知性主

義の伝統を生かし続け，同時に日本の新しい国柄形成とし、う重大な役割を担い得ることになると信じ

ます。

どうか諸君，健康にくれぐれも留意すると共に，母校京都大学をいつまでも心の中に抱いて歩んで

下さし、。京都大学もまた，諸君一人一人の歩みをいつまでも見守りつつけることでありましょう。

諸君の栄えある門出に当り，心より祝意を表すると共に，一言私の所感を申し述べて館けの言葉と

いたします。

（本稿は， 3月24日の卒業式における総長のことばを速記をもとにしてまとめたものである。）

く大学の動き＞

昭和57年度入学者選抜学力試験の結果

3月4日（木） と5日 （金）の 2日聞にわたっ

て行なわれた昭和57年度入学者選抜学力試験の合

格者氏名が， 3月18日（木）に学部ごとに発表さ

れた。

募集人員は 2,526名で，各学部における：審査の

結果，合格者数は募集人員どおりの 2,526 ;f，とな

った。

学部別の受験者数および合絡者数等は次表のと

おりである。

学 部 ｜募集人員｜志同盟護l受験者数［？土｜ず｜ 合格者数 ｜ 最~低型1

品目~－－－；；－！ =IζI-~l--* 1~，－：：：·67 ：~I*°, 
法学部 1 ----2竺I~竺I~竺I~型
経済学部 ｜ 200 I 752 ー ｜ 729 

一一一一一一一一一ーーl一一一一一一一一←一一一一一一ート一一一 l一一←一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一一一，＿一一一一一一一一一一一一l一一一一一一一一一一一l一一一一一一一ー一一寸 ； 
理学部 281 968 959 930 I 3. 3 3. 0 I 281( 18) I 910 

~I~ 
301 I 1,130 

127 I 1. 6 3. 1 80( 34) 1, 051 

医学部 1 120 I 322 

薬学部 ｜ 80 I i31 
2.0 1. 0 945( 15) 1,134 

527 1. 8 1. 3 300( 35) 1, 045 

--- 6. 2341 2. 5 1 2. 31乙側側 ｜／
〆

工学部 I 945 1 i , 880 I 

日~－：~二) I 6 

（注） I.受験者数 ・欠席率は最終教科についてのものである。

／／  

2.合絡者数の（ ）内は女子，内数である。

3. 法学部の合格者数の内15名は，特別選抜合格者である。

4 第l段階選抜合格者数のーは第l段階選後を行なわない学部を示す。
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昭和56年度修士学位捜与式

3月23日（火）午前10時から，昭和56年度修士

学位授与式が，本学総合体育館で挙行された。

学位授与式は，名誉教授など来賓の臨席のもと

に学位記授与が行なわれ， 「総長のことば」があ

って午前10時35分に終了した。

修士課程修了者は，文学研究科57名，教育学研

究科15名，法学研究科16名，経済学研究科16名，

理学研究科 124名，薬学研究科27名，工学研究科

532名，農学研究科103名の計890名である。

3月23日，修士学位授与式

昭和 56年度卒業式

3月24日（水）午前10時から，昭和56年度卒業

式が，本学総合体育館において挙行された。

卒業式は，名誉教授など来賓の臨席のもとに行

なわれ，学歌斉唱，合格証書授与， 「総長のこと

ばJのあと， 「蛍の光」を斉唱して，午前10時45

分に終了した。

新学士は，文学部 222名，教育学部 50名，法学

部372名，経済学部 202名， 理学部 284名，医学部

116名， 薬学部78名，工学部 847名，農学部 291名

の計2,462名である。

昭和56年度医療技術短期大学部の

卒業・修了式

医療技術短期大学部では， 3月20日（土）午前

10時から，本短期大学部大講議室において来賓 ・

父兄等臨席のもとに，看護学科，衛生技術学科卒

3月20日，医療技術短期大学部卒業・修了式

業式及び専攻科助産学特別専攻修了式を挙行し

~・m, －。
式は卒業証書及び修了証書授与， 「学長のこと

ば」， 「主事のことば」，来賓祝辞と進行し，午

前10時35分終了した。

この日新しい門出を迎えた者は，看護学科 57

名，衛生技術学科34名及び専攻科助産学特別専攻

19名である。

（医療技術短期大学部）

部局長の交替

教養部長

繁津和夫教養部長の任期満了に伴い，その後任

として渡迫貫教養部教授（文学担当）が 4月 1

日任命された。任期は，昭和58年 3月31日までで

ある。

化学研究所長

高田利夫化学研究所長の任期満了に伴い，その

後任として藤田栄一化学研究所教授（生理活性研

究部門担当）が 4月 1日任命された。任期は，昭

和59年 3月31日までである。

人文科学研究所長

福永光司人文科学研究所長の任期満了に伴い，

その後任として上山春平人文科学研究所教授（宗

教史研究部門担当）が 4月1日任命された。任期

は，昭和59年 3月31日までである。

附属図書館長

林 良平附属図書館長の任期満了に伴い，その

後任として高村仁一工学部教授（結晶塑性学講座

担当）が4月1日任命された。任期は，昭和59年

4月1日までである。
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薬学 部 矢 島治明教授が

日本学士院賞を受賞

このたび，薬学部矢島治明教授に日本学土院賞

が授与されることになった。授賞式は 6月上旬，

日本学士院会館で行なわれる予定である。

以下に同教授の略歴，業店員等を紹介する。

矢島治明教授は兵庫県出身，

昭和25年京都大学医学部薬学科

を卒業， 26年大阪大学薬学部助

手， 31年ピッツパーグ大学生化

学教室に留学，ついで35年同研

究助教授， 37年京都大学薬学部

助教授を経て，昭和48年本学薬

の
ゆ

学部教授（薬品製造学講座担当）に就任し現在に

至ってし、る。

同教授の今回の受賞の対象となった研究課題は

「ウシ旅臓リボヌクレアーセ＇ Aの全合成とその結

晶化に関する研究」である。リボヌクレアーゼA

は 124個のアミノ酸からなり，この構造研究でロ

ックフエラー研究所の Stein博士， Moore博土

はノーベル賞を受賞している。酵素蛋白質の有機

化学的合成は， E. Fischer博士以来ペプチド合

成化学者の長年の懸案であったが，同教授は置換

ヒドラジンを用いる新しい縮合法，有機スルホン

酸を用いる最終脱保護法等ペプチド合成化学上独

自に新しく開発した種々の方法を応用し，また問

題となる種々の副反応を解決し，これらの研究を

集大成することにより，全活性を有する酵素蛋白

質を世界で初めて全化学合成し，ついにこれを結

晶体として得ることに成功した。

同教授は上記の酵素合成研究以外に，昭和36年

にはピッツパーグ大学 Hofmann教授とともに

副腎皮質刺激ホルモン（ACTH）のアミノ末端

23伺のポリペプチドを合成し，世界で初めて AC

TH の活性部位の存在を明らかにした。帰国後，

本学薬学部において，日本のペプチド合成化学の

草分けとして，各種動物の ACTH, メラニン細

胞刺激ホルモン，視床下部ベプチト‘，その他モチ

リン，ガストリソ放出因子等の消化管ホルモン等

多くのペプチドホノレモンの世界最初の合成を行な

い，多くの論文，若3を発表し，その業献は海外

でも高く評価されている。

昭和39年， 「ACTH活性ペプチドの合成研

究」により日本薬学会学術賞を受賞し，ついで、昭

和52年， 「生理活性ペプチドの合成研究」により

有機合成化学協会賞を受賞している。

同教授はこれらの研究のかたわら，国内では第

12期日本学術会議会員として，国際的には医学部

早石修教授についで，昭和55年米国国立衛生研

究所（NIH）の Fogarty国際学者（Fogarty

Scholar-in-Residence）に選ばれてし、る。

以上のような同教授の輝かしい研究・教育上の

業績を考えるとき，今回の受賞はまことによろこ

tましL、。

（薬学部）

. .・・．．・・. .’・．．，・~.. ~~・・’・．・’・．．・・．・’・····－ ·・・4・．・・．‘’・．‘’‘・．・・．．’・．．・・．．・・．．－．．．－．．・・．．・・4・・’・．．・・．．・．・・’・．

く部局の動き〉

原子炉実験所第16回学術講演会

原子炉実験所では，恒例の学術講演会を， 3月

19日（金）午前 9時から午後 6時まで，原子炉実

験所附属原子炉応用センタ 一大講習室において開

催した。全国の共同利用研究者をはじめ学界各分

野から多数が来聴され，盛会で、あった。

演題と講師は次のとおりであった。

I.特別講演 「原子力と医学」

中性子放射化分析の医学への応用一一正常成

分としての金属と生体機能一一

武内孝之，松原純子（東大医）

生命の起原 ・進化の実験研究一一核生物学か

らのアプローチ一一一

悪性黒色腫の選択的原子炉療法

三島輩 ・市橋正光 ・辻正幸（神大医），鈴木立

雄（麻布大獣医），布11回啓治

悪性脳腫揚の低速中性子捕捉療法一一過去13

年間の臨床経験一一 島中坦（帝京大医）

核分裂中性子照射によるラット乳癌の誘発と

ホノレモンによるその修飾 横路謙次郎 ・

瀬山敏雄（広大原医研），神田啓治 ・古 林 徹

広島原爆の誘導放射能の測定と原爆線量の 1-!J

赤星光彦
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評価 竹下健児 ・昼正治 ・加藤一生

・竹岡清二（広大原医研），小川正発（広大敵），

鶴田隆雄

江一般講演

生体内における Auの挙動と作用

片山洋子 ・小松啓子（大市大生活科学），組l京 宏

（農水省、九州農試）

母体を介して取り込まれたトリチウム化チミ

ジン及び トリチウム水のマウス新生児にお

ける分布 斉藤真弘， C.Streffer・

M. Molls （西独エッ七ソ大）

原子炉材料中の高速中性子スペクトノレの測定

と解析（3) 木村逸郎 ・林 修 平 ・小林捷平 ・

山本修二，森賞正 ・金 沢 哲 ・西原宏（京大

工），中川正幸（原研東海研）

KUCAにおける中濃縮ウラン燃料を崩いた

臨海実験 神田啓治 ・代谷誠治 ・林正俊 ・

中込良広 ・小林を二 ・嵯峨根俊光 ・柴田俊一，

M. M. Bretscher （米国アノレゴンヌ国立研）

UAlx・Al型板状燃料小片の照射後試験一一

保健コーナー
．、，、，M院d、，》除d、，》＂＇、，W内，、，、，

糖尿病の話

生活水準の向上につれて，日本における糖尿病

患者の数は増加の一途をたどり，現在では 300万

人を超えると推定されています。しかし，糖尿病

の正しい診断を受け，適切な治療を行なっている

人はそのうちの僅か15%程度と言われています。

糖尿病は勝臓から分泌されるホルモンであるイ

ンシュリンの作用が，いろいろな原因で不足する

ために起こる代謝異常です。

マ
糖尿病と言えば一般に成人病のーっとして知ら

れていますが， 小児や児童 ・生徒，青年間にもみ

られ，全患者のIO～15%を占めています。 15歳未

満で発症する 小児糖尿病は 1万人当り l～I.5人

の頻度と言われています。この小児糖尿病の中に

は成人のそれと異なり ，やせていて，発症が急激

で重症になりやすく，インシュリン治療を要する

病型（これを若年型糖尿病と呼びます。） が多い

温度上昇による核分裂生成物放出実験一一

玉井忠治 ・林 正俊 ・三島嘉一郎 ・嵯峨狼俊光 ・

吉田博行 ・神田啓治 ・柴田俊一， J.C.Posey・ 

S.J. Rimshaw （米国オークリッヂ国立研）

Ho －軽希土類二元合金系における HCP相

の磁性 川野真治 ・阿知波紀郎

中性子回折による ト エリスト ーノレの水素結

合の研究 岩田豊 ・小谷野信光 ・

渋谷級，福代誠 ・広津建 ・田草川房夫 ・樋口

泰一（大rlT大理）

MgO単結晶中の照射欠陥 岡田守民 ・

中川益夫，盛山武祥 ・奥田修一（大阪府立放中研）

酸化 リチウム（Li20）の原子炉照射損傷

小角散乱用熱中性子チョッパの性能

敦賀原発一般排水路の放射能測定

跡部紘三

小野正義

小出裕章 ・

今中哲二 ・海老沢徹 ・川野真治 ・小林圭二 ・

瀬尾健，久米三四郎（阪大理）

（原子炉実験所）

ことが知られています。これらの患児が正しい治

療生活を身につけることができるように，糖尿病

サマーキャンプが全国的に企画されるようにな

り，近畿地方でも毎年50～70人の小児患者が参加

しています。

年齢が長ずるにつれて糖尿病の頻度も高くな

り，学生層では 1,000人当り 1～ 3人， 40歳以上

でははるかに高い頻度になります。

成人になって発症する糖尿病の多くは一般に軽

いのが特徴で，発病が緩徐で，肥満者が多く ，イ

ンシュリン治療を要する者は比較的に少ないもの

で、す。（これを成人型糖尿病と呼びます。）そして

肥満，過食，精神的ストレス，感染症の擢患，頻

回の妊娠などが発症因子になることが多いようで

す。また，副腎皮質ホルモン剤の長期辿用によっ

て糖尿病状態が起こることや，体重 4kg以上の巨

大児を生んだ母親が将来糖尿病になりやすいこと

も知られています。

マ
糖尿病の治療の基本は食事療法と運動療法，即

ち日常生活の規制にあります。食事療法は甘い食
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セットへの転換が実現した。テープレコ ーダーが

ほとんどカセットになっている現在，これで学生

諸君の利用にも便利になった。

現在の設備は， 60席の完全装備のフルラボ l教

室，学生の席にテープレコーダーを置かない簡易

ラボ 2教室で，いずれも16ミリの映写設備とVT 

Rを備えている。フルラポにはマイコンを組み込

んだレスポンス ・アナライザーがついている。そ

のほか準備室と録音室に，視聴覚教材作成用の各

種機器が揃っている。昨年度はOMR（光学マー

ク読取機）を購入し，今年度から授業に活用する

予定である。

保有教材は，録音テープが自作購入あわせて約

5, 000本，16ミリフィルム 130本， VT Rテープ

60本， フィルム ・ストリップ300本にのぼる。

これらの教材は， L L設備のある教室だけでな

く，普通教室での授業にも広く利用されてい

る。

そのほか，教養部図書館の協力を得て，授業に

関係のあるカセットテープや，まとまった外国語

学習コースのテープの貸出しを行なっている。今

回新たに設置された教養部図苫館のLL (12席）

で聴くこともできるし，期間を l円に｜級って館外

貸出しも行なう。年間貸出数は 2,600 （昭和56

年度）。学生諸君によく利用されていることがわ

かる。なお教養部図書館では，京大で授業の行な

われていなし、L、ろいろな言語の録音教材の貸出し

も行なっているので，志ある人は大いに活用され

ることをおすすめする。

20年にたりぬ歴史であるが，その聞にも事情の

変化は著しし、。テープレコーダーの普及，外人教

師数の増加は， LLの役割に影響を与えずにはお

かなかった。しかしそれより大きいのは，外国

語教育の背景にある言語観の変化である。初期の

L Lで学習した人の中には，ヘッドフォンで他の

巨王i
国原太郎（本学名誉教授）

3月14日逝去，73歳。本学文学部卒。 l沼稲128年本学文

A322教室調整室内部

音を遮断してたたきこまれる同一文型の機械的反

復にうんざりした，という人もあろう。 LLの出

発そのものが，アメリカ構造言語学や，当時有力

だった行動心理学と切り離せぬものだったのであ

る。しかし現在では，人間の記号行動の全体性 ・

創造性，言語記号の本性の理解が進み，外国語教

育を単純で自己完結的な記号体系習得のモデルで‘

考える時代は終った。そのことが， LL利用の多

様化，なかでも視覚面の重視に反映している。日

常言語の本性である状況依存性を無視しては生き

た言語学習はあり得なし、。教養部語学実習室も ，

一昨年の更新以来，とくに視覚教材 ・機器の充実

に力を入れている。これはまたLLの世界的趨勢

である。

情報工学の発達，ビデオディスクの側発など

は，外国語教育にも大きな便宜を提供するであろ

う。他の国立大学では，すでに外国語専用に数億

円のコンピュータを導入したところもある。しか

しながら，計算機の扱えぬところこそ外国語教育

の要なので，問題は簡単でなし、。われわれとして

は，現在のところ，準備 ・研究おこたりなく ，確

実に有効なところには情報処理技術を取り入れつ

つ，慎重に方向を見定めているところである。

（教養部）

学部教授就任，同47年退官。昭和55年勲三等旭日中綬章

受章。専門は発達心理学。
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